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11
月
１
、
２
日
の
二
日
間
、
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
校

の
テ
ー
マ
は
宮
本
さ
ん(

2F1
大
津

中)
が
考
案
し
た「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
～

活
気
を
も
っ
て
～
」、中
学
校
の
テ

ー
マ
は
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
」
で
す
。 

１
日
目
、
初
め
て
の
中
学
高
校

合
同
の
開
会
式
。
荒
木
校
長
先
生

の「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
と
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
、

２
つ
の
テ
ー
マ
に
は
『
活
気
』
と

い
う
共
通
点
が
あ
る
。
文
化
の
香

り
の
す
る
二
日
間
を
楽
し
ん
で
」

と
い
う
挨
拶
で
幕
が
開
き
ま
し
た
。

生
徒
会
役
員
交
代
式
後
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
最
初
は
弁
論
大
会
で
す
。

大
久
保
さ
ん(

3J)

、
蓮
田
さ
ん

(

1JSS
西
山
中)

、
田
川
さ
ん(

1JS2
文

徳
中)

、
久
冨
木
さ
ん(

2JS1
三
和

中)

、
三
隅
さ
ん(

2JS5
信
愛
中)

が

「
今
、
私
が
伝
え
た
い
こ
と
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
熱
弁
を
振
る
い
、 

                           

     
               

次
に
鶴
田
さ
ん(

1J)

が
「
税
の
作

文
」
の
発
表
を
し
ま
し
た
。
会
場

内
は
し
ん
と
聞
き
入
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
詩
の
朗
読
で
は
「
こ
ど

も
の
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
入
賞
し

た
大
久
保
く
ん(

1J)

と
本
田
く

ん(

2J)

の
家
族
へ
の
思
い
を
綴

っ
た
詩
に
、
高
校
生
た
ち
か
ら
拍

手
喝
采
が
起
き
ま
し
た
。
続
い
て

今
村
さ
ん
・
岩
崎
さ
ん
・
上
田
さ

ん(

1J)

、
中
島
く
ん
・
宮
本
さ
ん

(

3J)

に
よ
る
英
語
暗
唱
。
次
に
、

中
島
く
ん(

3J)

、
花
園
く
ん(

2JSS

井
芹
中)

、
近
藤
さ
ん(

2JS2
文
徳

中)

、
坂
田
さ
ん(

2F4
山
鹿
中)

の

４
人
が
、
素
敵
な
ピ
ア
ノ
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。
休
憩
を
挟
ん
で

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
語
学
研
修

報
告
」、
英
会
話
同
好
会
の
「
同
時

通
訳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
続
き
、

保
健
委
員
会
の
「
〇×

ク
イ
ズ
」 

             

で
は
会
場
全
体
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
１
Ｊ
Ｓ
３
の
劇
「
ロ
ミ
オ

と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
に
は
、
か
わ

い
い
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
と
出
演
者
た

ち
の
上
手
な
ダ
ン
ス
に
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
最
後
に
空
手
道
部

の
演
舞
披
露
の
後
、
全
員
参
加
の

「
気
配
斬
り
」、「
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ミ

ッ
キ
ー
」
で
１
日
目
を
終
了
し
ま

し
た
。 

２
日
目
は
ダ
ン
ス
同
好
会
に
よ

る
ク
ー
ル
な
ダ
ン
ス
で
会
場
が
一

気
に
熱
を
帯
び
ま
す
。
文
徳
ビ
ン

ゴ
を
楽
し
む
と
、
フ
リ
ー
ス
テ
ー

ジ
部
門
、
展
示
・
企
画
部
門
・
模

擬
店
部
門
で
一
般
公
開
の
始
ま
り

で
す
。
体
育
館
内
で
は
１
・
２
学

年
の
総
合
的
な
学
習
発
表
と
し
て

の
壁
新
聞
展
示
、
書
道
・
写
真
部
・

美
術
部
の
作
品
展
示
、
本
の
ポ
ッ

プ
の
展
示
が
あ
り
、
茶
道
部
に
よ

る
「
静
和
茶
会
」
に
は
た
く
さ
ん

の
お
客
様
が
お
越
し
下
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
校
内
で
は
「
脱
出
ゲ
ー

ム
」「
風
船
割
り
」「
謎
解
き
」「
イ

ン
ス
タ
映
え
ス
ポ
ッ
ト
」
な
ど
、

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
で

来
場
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。 

                          

    

 

11
月
21
日
か
ら
26
日
ま
で
の

４
日
間
で
後
期
中
間
考
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
３
年
生
に
と
っ
て
は

学
年
最
後
の
定
期
考
査
と
な
る
の

で
、
学
年
末
考
査
と
な
り
ま
す
。 

本
格
的
に
寒
く
な
り
始
め
ま
し

た
が
、
放
課
後
遅
く
ま
で
本
校
学

習
室
に
残
っ
て
勉
強
に
励
ん
だ
生

徒
も
多
く
、
試
験
当
日
は
日
頃
の

努
力
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

真
剣
な
表
情
で
試
験
に
臨
ん
で
い

ま
し
た
。 

      

         

い
こ
い
の
広
場
で
は
ダ
ン
ス
や

バ
ン
ド
演
奏
な
ど
に
続
き
歌
唱
王

決
定
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｖ
Ｉ

Ｐ
揃
い
の
審
査
員
に
よ
っ
て
見
事

今
年
の
歌
唱
王
に
輝
い
た
の
は
重

光
く
ん(

3F3
文
徳
中)

・
倉
田
く
ん

(

3F4
桜
木
中)

の
ペ
ア
で
し
た
。
模

擬
店
で
は
文
徳
会
の
揚
げ
タ
コ
や

ぜ
ん
ざ
い
、
淵
徳
会
の
う
ど
ん
を

は
じ
め
、
様
々
な
美
味
し
い
も
の 

             

            

      を
求
め
て
た
く
さ
ん
の
行
列
が
で

き
、完
売
御
礼
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

閉
会
行
事
で
は
吹
奏
楽
部
の
軽

快
な
演
奏
で
職
員
も
歌
い
踊
り
、

歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。
最
後
に

手
話
を
取
り
入
れ
た
全
員
合
唱

「
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
」
で
、
今
年

の
文
化
祭
は
感
動
的
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
く
、

生
徒
た
ち
全
員
が
活
気
を
持
っ
て

輝
い
た
、
二
日
間
で
し
た
。 

                         

    

10
月
23
日
に
生
徒
会
の
役
員

改
選
を
実
施
し
ま
し
た
。 

立
候
補
者
は
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
、
一
人
ひ
と
り
が
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。
演
説
が
終
わ
る
と
そ
の

場
で
投
票
を
行
い
、別
室
で
開
票
・

集
計
を
行
い
ま
し
た
。
翌
日
の
昼

休
み
に
校
内
放
送
で
新
役
員
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。 

選
挙
に
関
す
る
準
備
や
投
票
後

の
開
票
作
業
な
ど
、
す
べ
て
が
生

徒
の
手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
立
候

補
者
の
真
剣
な
眼
差
し
、
熱
い
訴

え
に
、
演
説
を
聴
い
た
生
徒
た
ち

は
様
々
に
反
応
し
、
盛
大
な
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

新
し
く
生
徒
会
の
メ
ン
バ
ー
に

選
ば
れ
た
生
徒
は
次
の
通
り
で
す
。 

会
長 村

上
さ
ん(

2JSS
熊
大
附
属
中) 

副
会
長 

川
本
く
ん(

2JS3
天
明
中) 

増
永
く
ん(

2T1
北
部
中) 

書
記 森

さ
ん(

2JS4
泗
水
中) 

会
計 高

野
く
ん(

1JS3
ル
ー
テ
ル
学
院
中) 

                   

    

                        

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

～

活
気
を
も
っ
て
～ 

２
０
１
９
文
化
祭 
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今 後 の 予 定
11 月 
21 日(木) 後期中間・学年末考査 
                       (～26) 
23 日(土) 工事担任者試験 
27 日(水) ３年河合センタープレテスト 

読書週間    (～12/3) 
29 日(金) 2019 女子ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ 

世界選手権大会練習会場 
(本校体育館)   (～12/3) 

12 月 
1 日(日) ３年河合センタープレ 
2 日(月) ２年第 1 回就職ガイダンス 
3 日(火) １・２年 女子ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ 

世界選手権大会観戦 
(午後)県立体育館 
３年センター対策特別授業開始 

4 日(水) 人権同和講演会 
5 日(木) １・２年県下一斉考査(～6) 
7 日(土) １・２学年保護者会 

１・２年 2 限(1,3)授業 
３年就職内定者ｾﾐﾅｰ 
第 2 種電気工事士(技能) 

17 日(火) 学校交通安全日(645 回) 
20 日(金) 終業式 
       理工科進路報告会 
21 日(土) 冬期課外開始(～27) 
28 日(土) 学校閉鎖(～1/3) 
1 月 
 6 日(月) ３学年合格祈願式 
7 日(火) 始業式  １・２年整理考査 

３Ｆ・３Ｔ卒業試験 
8 日(水) ３Ｔ卒業試験 

10 日(金) ３学年集会 
14 日(火) ３学年家庭学習(～3/26) 
         ２年就公模試(2) 
17 日(金) 学校交通安全日(646 回) 
       第 3 回漢字検定 

情報技術検定 
18 日(土) 大学入試センター試験(～19) 

１・２年進研模試 
２年就職ガイダンス 

19 日(日) １学研ハイレベル模試 
21 日(火) [専・奨]入試設営(午前中授業) 
      ３学年出校日 
22 日(水) [専・奨]入試 
      生徒家庭学習(～23) 
24 日(金) 第 3 回英検(1 次) 
       １年修学旅行結団式 
25 日(土) 第 3 土(18 日)と入替 
26 日(日) １年修学旅行(～30) 
31 日(金) ２年就職希望者調査書配布 

１年修学旅行代休 
２月 
1 日(土) １年特別家庭学習 

(JSS JS ST) 
3 日(月) ２年第 2 回就公ガイダンス 
8 日(土) ２年進研マーク模試 ～9 日 
9 日(日) 第 3 回危険物取扱者試験 

12 日(水) ［一般］入試設営(午後) 
３年生出校日 

13 日(木) ［一般］入試 
       生徒家庭学習 
17 日(月) 学校交通安全日(647 回) 
20 日(木) 学年末考査 ～26 

※変更になる場合があります。 

 
全校合唱の「ＢＥＬＩＥＶＥ」 

 
１ＪＳ３の劇「ロミオとジュリエット」 

 
いこいの広場でのバンド演奏 

 
１日目最後の「気配斬り」 

 
新生徒会長の村上さん 

後
期
中
間
考
査

 
空手道部の演武披露 

生
徒
会
役
員
改
選 
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今
年
は
暖
冬
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
最
近
急
に
冷
え
込
み
が

厳
し
く
な
り
、
冬
と
受
験
シ
ー
ズ

ン
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
推
薦
入
試
が
本
格

化
し
、
今
年
度
は
約
200
名
の
本
校

生
徒
が
推
薦
入
試
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
そ
の
結
果
を
今
か
今
か
と
待

ち
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本

稿
で
は
、
推
薦
入
試
の
到
来
に
合

わ
せ
、
主
に
高
校
１
、
２
年
生
諸
君

に
こ
の
入
試
制
度
の
特
色
、
受
験

す
る
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
等
を

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

推
薦
入
試
は
大
き
く
分
け
て
指

定
校
推
薦
と
公
募
制
推
薦
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
前
者
は
本
校
と
大
学

等
と
の
間
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
信

頼
関
係
の
元
に
、
大
学
等
が
一
般

の
入
学
枠
と
は
異
な
る「
特
別
」枠

で
の
推
薦
入
試
を
指
し
ま
す
。
入

学
後
に
は
追
跡
調
査
が
行
わ
れ
、

万
が
一
に
も
成
績
不
振
や
中
途
退

学
し
て
し
ま
う
と
、
本
校
と
大
学

等
と
の
関
係
が
崩
れ
て
し
ま
う
の

で
、
指
定
校
制
度
の
持
続
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
こ
の
受
験
制
度
を

使
っ
て
の
受
験
を
希
望
す
る
場
合

は
、
よ
り
責
任
感
を
持
っ
て
出
願

し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
後
者
は
文

字
通
り
、
広
く
大
学
等
を
志
望
す

る
学
生
を
募
集
し
、
基
礎
学
力
試

験
や
、
面
接
・
小
論
文
試
験
を
課

す
こ
と
で
合
否
判
定
を
行
う
も
の

で
す
。 

ま
ず
、
誤
解
し
て
ほ
し
く
な
い

の
は「
推
薦
」す
る
の
は
受
験
生
本

人
で
も
担
任
の
先
生
で
も
な
く
、

あ
く
ま
で
も「
学
校
長
」で
あ
る
こ

と
で
す
。
よ
く
、
生
徒
が「
推
薦
入

試
を
受
け
ま
す
」
と
い
う
声
を
耳

に
し
ま
す
が
、
独
断
で
決
め
な
い

で
く
だ
さ
い
（
笑
）
。
生
徒
諸
君
に

は
高
校
生
活
に
お
い
て
日
頃
か
ら

生
活
面
で
も
学
業
面
で
も
推
薦
に

足
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら

望
み
ま
す
。 

さ
て
前
述
の
と
お
り
、
推
薦
入

試
で
は
学
力
に
限
ら
ず
多
面
的
な

評
価
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
受
験
生

の
学
業
（研
究
）に
対
す
る
熱
意
や

高
校
で
の
活
動
実
績
、
志
望
校
に

対
す
る
適
性
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
を
自
分
の
言
葉
で
語
ら
せ
る

た
め
の
面
接
試
験
。
社
会
が
抱
え

る
諸
課
題
に
対
し
て
問
題
意
識
を

持
ち
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
論

理
的
な
文
章
で
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
を
試
す
小
論
文
試
験
。

い
ず
れ
も
推
薦
入
試
の
定
番
で
す

が
、
近
年
で
は
受
験
生
の
基
礎
学

力
を
よ
り
重
視
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
数
学
や
英
語
の
筆
記
試

験
が
課
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

口
頭
試
問
と
呼
ば
れ
る
、
面
接
試

験
の
中
で
受
験
生
の
学
力
を
問
う

質
問
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
数
学
で
あ
れ
ば
、

問
題
を
渡
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
問

題
を
試
験
官
の
前
で
解
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
英
語
で
あ
れ
ば
、

英
文
が
配
布
さ
れ
た
後
に
、
英
文

を
音
読
し
た
り
和
訳
し
た
り
す

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
推
薦
入
試
は

一
般
入
試
よ
り
も
難
易
度
が
必

ず
し
も
低
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ 

熊
本
労
働
局
の
発
表
に
よ
る
と
、

９
月
末
現
在
の
県
内
高
校
生
の
就

職
内
定
率
は
、
54.9
％
（男
子
58.2
％
、

女
子
50.2
％
）
で
す
。
就
職
を
希
望

す
る
県
内
の
高
校
生
は
３
７
０
９

人
、
そ
の
う
ち
県
内
希
望
者
は
２

１
８
４
人
（
58.9
％
）
で
す
。
県
内
企

業
か
ら
の
求
人
は
前
年
同
月
比
で

0.2
％
増
、
全
数
で
は
3.5
％
増
で

す
。
県
内
希
望
者
の
内
定
率
は
前

年
同
月
比
で
0.8
％
増
、
全
体
で
は

1.2
％
増
と
昨
年
と
大
き
な
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

本
校
の
学
校
紹
介
就
職
希
望

者
の
大
半
は
内
定
を
頂
い
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
２
名
の
生
徒

が
受
験
を
迎
え
ま
す
。
焦
ら
ず
に
、

内
定
を
し
っ
か
り
と
勝
ち
取
れ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
公
務 

ん
し
、
一
定
の
学
力
（
基
礎
学
力
）

は
絶
対
に
必
要
で
す
。
特
に
大
学

は
高
校
ま
で
と
は
異
な
り
、
社
会

の
抱
え
る
諸
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、「
正
解
の
な
い
」
問
い
に

対
す
る
答
え
を
追
求
し
よ
う
と

す
る
知
的
な
場
所
で
す
。
楽
し
い

娯
楽
施
設
で
は
な
い
の
で
く
れ
ぐ

れ
も
誤
解
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
ね
。 

場
当
た
り
的
に
推
薦
入
試
に
臨

む
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
各
大
学

が
公
表
し
て
い
る
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

員
試
験
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
警

察
官
一
次
合
格
者
１
名
と
一
般
曹

候
補
生
４
名
・
自
衛
官
候
補
生
７

名
の
最
終
合
格
者
が
出
て
い
ま
す
。

全
て
の
結
果
が
分
か
る
ま
で
も
う

暫
く
時
間
が
掛
か
り
そ
う
で
す
。 

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に
旭

化
成
名
誉
フ
ェ
ロ
ー
の
吉
野
彰
氏

が
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
が
決
ま

っ
た
吉
野
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中

に
、「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
開

発
し
た
こ
ろ
の
状
況
と
、
令
和
に

入
っ
た
今
現
在
、
非
常
に
似
て
い

る
部
分
が
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ

れ
か
ら
世
界
が
変
わ
る
よ
と
い
う
、

そ
う
い
う
空
気
が
過
去
、
確
か
に

流
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
今
の
モ
バ

イ
ル
IT
社
会
を
生
み
出
し
た
。
そ

れ
と
同
じ
よ
う
な
空
気
が
あ
る
。 

ポ
リ
シ
ー
（
入
学
者
受
け
入
れ
方

針
）
を
よ
く
読
み
、
複
数
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
に
参
加
し
、
比

較
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
大
学
の

特
色
や
自
分
に
合
っ
た
大
学
選
び

に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
大
学
の

求
め
て
い
る
人
材
の
条
件
（ア
ド
ミ

ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
）
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
あ
な
た
の
言
葉
で
、

説
得
力
を
持
っ
て
語
る
こ
と
が
で

き
ま
す
か
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
、

推
薦
入
試
の
ハ
ー
ド
ル
は
ぐ
っ
と

下
が
り
ま
す
よ
。
寒
さ
に
負
け
ず
、

受
験
生
の
諸
君
は
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！ 

 

こ
れ
か
ら
た
ぶ
ん
、
大
き
く
世
界

は
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
時
に

今
の
若
い
人
が
、
そ
う
い
う
チ
ャ
ン

ス
に
恵
ま
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
い

う
こ
と
を
一
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
伝
え
た
い
。
」
と
い
う
こ
と
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
正
に
、

自
動
車
業
界
で
は
、
100
年
に
一
度

の
大
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

来
春
か
ら
就
職
し
て
い
く
諸
君
に

は
、
社
会
環
境
の
大
き
な
変
化
、

時
代
の
変
化
に
食
ら
い
つ
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ム
ダ
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
も
、
汗
を
流
さ
な

い
と
新
し
い
こ
と
は
生
ま
れ
て
き

ま
せ
ん
。
常
に
お
客
様
が
、
そ
し

て
世
の
中
が
い
っ
た
い
何
を
求
め

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
日

常
生
活
か
ら
探
り
出
し
、
そ
れ
を

達
成
す
る
手
段
と
し
て
の
技
術
を

ど
う
や
っ
て
繋
げ
る
か
と
い
う
こ

と
が
問
わ
れ
て
い
き
そ
う
で
す
。

時
代
の
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
す
こ
と

な
く
、
職
業
人
と
し
て
大
き
く
成

長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。 

10
月
21
日
、
２
年
生
就
職
希

望
者
を
対
象
に
第
１
回
の
就
職
・

公
務
員
模
試
を
実
施
し
ま
し
た
。

12
月
２
日
に
は
、
第
１
回
の
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
40
名
の
生
徒
が
就

職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
３
年
生

の
就
職
活
動
が
終
盤
を
迎
え
、
い

よ
い
よ
２
年
生
の
就
職
活
動
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
後

予
定
さ
れ
て
い
る
一
つ
ひ
と
つ
の

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
経
な
が
ら
、 

11
月
８
日
、
熊
本
県
赤
十
字
献

血
セ
ン
タ
ー
の
要
請
を
受
け
、
校

内
献
血
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

実
施
さ
れ
た
の
は
400

ml
献
血
で
、

男
子
17
歳
以
上
・
女
子
18
歳
以

上
が
対
象
で
す
。
当
日
の
問
診
を

経
て
、
希
望
者
61
名
の
う
ち
２
・

３
年
の
生
徒
55
名
が
献
血
に
参

加
し
ま
し
た
。 

成
松
く
ん(

3F2
竜
南
中)

に
献
血

を
希
望
し
た
理
由
を
聞
く
と「
学

校
で
献
血
で
き
る
の
は
め
っ
た
に

な
い
こ
と
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
で
も

自
分
が
誰
か
の
力
に
な
れ
れ
ば
、

と
い
う
思
い
で
参
加
し
ま
し
た
」

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
福

岡
く
ん(

2JSS
熊
大
附
属
中)

は「
熊

本
で
は
、
１
日
200
人
の
人
が
血
液

を
必
要
と
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
だ
か
ら
自
分
の
血
は
必
ず
ど

こ
か
で
使
わ
れ
る
。
血
を
抜
き
な

が
ら
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。 

          

就
職
へ
向
か
う
覚
悟
を
決
め
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
選
考
試

験
で
は
、
筆
記
試
験
、
作
文
試
験
、

適
性
試
験
、
面
接
試
験
等
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
基

礎
学
力
と
し
っ
か
り
と
し
た
職
業

観
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
普
段
か
ら

社
会
生
活
に
強
い
関
心
を
持
ち
、

授
業
を
中
心
に
有
意
義
な
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
高
校
生
の
魅
力
で
あ
る
元

気
、
明
る
さ
、
素
直
さ
、
謙
虚
さ

を
大
切
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 

文
徳
高
校
は
、
頑
張
る
君
を
精

い
っ
ぱ
い
応
援
し
て
い
き
ま
す
。 

  

崇城大学通信 No.97 
心に響くコミュニケーションとは？ 

～想いや情報を広く伝える 

ヴィジュアルデザインの力～ 

芸術学部 デザイン学科 

甲野 善一郎（こうの ぜんいちろう）准教授 

 

正確さと手軽さという特性を持つ写真や映像は、文

字に次いで私たちのコミュニケーションに多く用いられ

るようになりました。今や、スマホで撮ってSNS で共有

する写真の利用がスタンダードとなり、写真というもの

は、人の生活になくてはならない存在です。SNS でア

ップする時のドキドキ感が大事です。写真や映像は見

る人が思いもよらなかったものを見せてくれたり、気

づかなかったことを知らせてくれたりします。 

私は、世の中の立場や動きの関係を常に意識し、

時代に仕掛けるプロジェクトを心がけて「伝わる」表現

を追求しており、研究室では学生たちと、時には大学

から外へ飛び出し、実践的な授業を行っています。例

えば、百貨店のバレンタインディスプレイや舞台芸術

と映像をコラボレーションするなど、新しいアート表現

の可能性に挑戦しています。テクニックではなく、自分

の心に響いた感性を表現し、正解、不正解にこだわら

ず、チャレンジすることが大切です！ 

推
薦
入
試
を
理
解
し
よ
う 

～
進
路
指
導
部
（
進
学
編
）～

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
力
を 

～
進
路
指
導
部
（
就
職
編
）～

校
内
献
血
を
実
施 

ご
協
力
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

裏面がご家庭からの投稿欄です 



文 徳 点 描 
生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 

熊本市西区池田 4-22-2 文徳高等学校 

℡096-354-6416  FAX096-359-2379 

文徳学園通信 広報部 

2019 年 11 月 26 日発行    第 564 号 
h t t p : / / w w w . b u n t o k u - h . e d . j p 

      

３
年
生
引
退
後
の
新
人
戦
（
熊

本
県
大
会
）が
各
競
技
で
行
わ
れ
、

本
校
か
ら
も
各
部
活
動
が
出
場
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
主
な
成
績
を

ご
報
告
し
ま
す
。 

    
 

 

10
月
26
、
27
日
玉
名
市
の
桃

田
球
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
38
回

全
国
高
等
学
校
選
抜
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
熊
本
県
予
選
会
」
に

本
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
出

場
し
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
熊
本
商

業
高
校
を
14
対
０
で
破
り
、
優
勝
。

３
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
。 

出
場
選
手
は
以
下
の
通
り
。 

綾
さ
ん(

2F2
東
部
中) 

泉
野
さ
ん(

2F2
宇
土
鶴
城
中) 

上
野
さ
ん(

2F2
八
代
第
一
中) 

木
村
さ
ん(

2F2
大
矢
野
中) 

下
田
さ
ん(

2F2
宇
土
鶴
城
中) 

成
瀨
さ
ん(

2F2
阿
蘇
中) 

    

11
月
９
、
10
日
に
熊
本
県
民

総
合
運
動
公
園
メ
イ
ン
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
令
和
元

年
度
全
日
本
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ 

               

     

甲
斐
さ
ん(

2F2
益
城
中) 

井
上
さ
ん(

2F4
河
内
中) 

那
須
さ
ん(

1F2
三
和
中) 

水
無
瀬
さ
ん(

1F2
花
陵
中) 

宮
川
さ
ん(

1F2
花
陵
中) 

鶴
留
さ
ん(

1F3
一
の
宮
中) 

坂
田
さ
ん(

1F3
西
山
中) 

横
田
さ
ん(

1F3
河
内
中) 

今
溝
さ
ん(

1F4
一
の
宮
中) 

伊
豫
さ
ん(

1F4
宇
土
鶴
城
中) 

                    

ト
テ
ニ
ス
大
会
九
州
地
区
予
選
熊

本
県
選
考
会
」
に
本
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上
が
っ
た
上
位

４
校
に
よ
る
決
勝
リ
ー
グ
を
全
勝

で
飾
り
、
み
ご
と
３
年
連
続
で
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
12
月
に

沖
縄
で
行
わ
れ
る
九
州
大
会
に
出

場
し
ま
す
。 

出
場
選
手
は
以
下
の
通
り
。 

押
川
く
ん(

2T1
託
麻
中) 

永
田
く
ん(

2T1
錦
中) 

岸
田
く
ん(

2T1
錦
中) 

田
中
く
ん(

2T2
苓
北
中) 

舛
田
く
ん(

1F3
宇
土
鶴
城
中) 

岩
﨑
く
ん(

1F2
玉
名
中) 

三
好
く
ん(

2F3
京
陵
中) 

北
田
く
ん(

2T2
天
水
中) 

 

   

11

月
10

日
に
開
催
さ
れ
た

「
令
和
元
年
度
熊
本
県
下
高
校

新
人
剣
道
大
会
」
に
本
校
剣
道
部

が
出
場
し
、
男
子
団
体
で
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。
２
月
に
行
わ
れ

る
九
州
大
会
に
出
場
し
ま
す
。 

出
場
選
手
は
以
下
の
通
り
。 

野
口
く
ん(

2T2
菊
池
南
中) 

松
坂
く
ん(

1T2
清
水
中) 

岩
根
く
ん(

1JS2
楠
中) 

中
村
く
ん(

1JSS
花
陵
中) 

岩
﨑
く
ん(

1F4
玉
名
中) 

荒
巻
く
ん(

2T2
佐
賀
江
北
中) 

那
須
く
ん(

2F2
武
蔵
ヶ
丘
中) 

     

10

月
27

日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
38
回
全
国
高
等
学
校
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
熊
本
県

予
選
会
」
に
本
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
が
出
場
し
、
準
優
勝
し

ま
し
た
。
11
月
15
～
17
に
開
催

さ
れ
た
九
州
大
会
で
は
ベ
ス
ト
８

に
入
り
ま
し
た
。 

 
出
場
選
手
は
以
下
の
通
り
。 

富
田
く
ん(

2F3
八
代
第
六
中) 

田
谷
く
ん(
2T2
宇
土
鶴
城
中) 

梅
田
く
ん(
1F2
花
陵
中) 

田
代
く
ん(

1F3
宇
土
鶴
城
中) 

西
村
さ
ん(

1F3
宇
土
鶴
城
中) 

松
田
さ
ん(

1F3
清
水
中) 

平
田
く
ん(

1F4
宇
土
鶴
城
中) 

上
田
く
ん(

1T1
東
野
中) 

松
下
く
ん(

1T1
住
吉
中) 

村
上
く
ん(

1T1
日
吉
中) 

髙
橋
く
ん(

1T2
宇
土
鶴
城
中) 

本
田
く
ん(

1T2
御
船
中) 

山
口
く
ん(

1T2
松
橋
中) 

吉
富
さ
ん(

2JS4
五
霊
中) 

松
永
さ
ん(

2F4
五
霊
中) 

   

10

月
20

日
に
開
催
さ
れ
た

「
令
和
元
年
度
熊
本
県
高
等
学

校
テ
ニ
ス
新
人
大
会
」
に
本
校
硬

式
テ
ニ
ス
部
が
出
場
し
、
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
で
金
田
さ
ん(

2F2
宇
土

鶴
城
中)

が
５
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。 

   

10

月
26

日
に
開
催
さ
れ
た

「
熊
本
県
高
等
学
校
女
子
駅
伝

競
走
大
会
」
に
本
校
陸
上
・
駅
伝

部
が
出
場
し
、
６
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。 

 

出
場
選
手
は
以
下
の
通
り
。 

益
田
さ
ん(

1F4
力
合
中) 

垣
田
さ
ん(

3F4
八
代
第
四
中) 

沖
田
さ
ん(

1F2
竜
北
中) 

西
村
さ
ん(

2F3
八
代
第
四
中) 

坂
井
さ
ん(

2JS1
菊
水
中) 

   
 

11

月
17

日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
39
回
全
九
州
高
等
学
校
空

手
道
新
人
大
会
」
に
本
校
空
手
道

部
が
出
場
し
、
５
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
３
月
に
石
川
県
で
行
わ
れ

る
全
国
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
す
。 

 

出
場
選
手
は
以
下
の
通
り
。 

大
島
く
ん(

1F1
松
島
中) 

中
島
く
ん(

1T1
玉
名
中) 

田
代
く
ん(

1T2
東
野
中) 

    

令
和
元
年
度
熊
本
県
高
等
学

校
美
術
展
に
、
本
校
美
術
部
か
ら

４
名
の
生
徒
が
出
品
し
ま
し
た
。

県
内
か
ら
約
２
０
０
点
の
出
展
が

あ
り
、
そ
の
中
で
本
校
の
北
村
優

佳
さ
ん(

2F3
力
合
中)

の
「
く
だ
も

の
」
と
い
う
作
品
が
上
位
６
名
に

与
え
ら
れ
る
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。 

北
村
さ
ん
の
作
品
は
来
年
の
熊

本
県
総
合
文
化
祭
と
、
全
国
総
合 

             

   

11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
第

十
七
回
荒
木
信
悟
杯
に
本
校
空

手
道
部
が
出
場
し
、
高
校
生
男
子

団
体
組
手
で
の
優
勝
を
は
じ
め
と

し
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

 
 

主
な
成
績
は
以
下
の
通
り
。 

高
校
生
男
子
団
体
組
手 

優
勝 

松
本
く
ん(

2T2
湖
東
中) 

 

浦
﨑
く
ん(

2T1
東
町
中) 

 

大
島
く
ん(

1F1
松
島
中) 

 

中
島
く
ん(

1T1
玉
名
中) 

 

稲
崎
く
ん(

1T1
湖
東
中) 

 

田
代
く
ん(

1T2
東
野
中) 

高
校
生
男
子
形 

優
勝 

中
島
く
ん(

1T1
玉
名
中) 

高
校
生
女
子
形 

３
位 

村
田
さ
ん(

2T2
住
吉
中) 

          

文
化
祭
に
出
展
さ
れ
ま
す
。 

出
品
者
と
作
品
タ
イ
ト
ル
は
以

下
の
通
り
で
す
。 

北
村
さ
ん(

2F3
力
合
中) 

「
く
だ
も
の
」 

谷
元
さ
ん(

2F3
清
水
中) 

「
夕
」 

森
さ
ん(

2JS1
市
城
南
中) 

 

「
９
月
１
日
」 

橋
本(

2JS2
出
水
中) 「

文
化
」 

             

  

11
月
20
日
の
５
、
６
時
間
目
に
、

１
年
生
を
対
象
と
し
た
文
理
選
択

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
１

学
年
の
普
通
科
担
任
教
師
が
、
そ

れ
ぞ
れ
５
分
の
持
ち
時
間
で
、
大

学
時
代
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
生
徒
も
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
理
工
科
の
生
徒
も
合

流
し
て
、
崇
城
大
学
入
試
課
の
方

に
よ
る
、
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
学
を
目
指
す
に

あ
た
っ
て
、「
学
問
を
見
つ
め
よ
う
」 

      

「
僕
は
、
何
で
も
一
回
は
ト
ラ

イ
し
て
み
る
。
そ
れ
で
、
「
い
い

な
」
と
思
っ
た
ら
取
り
入
れ
る
。

ダ
メ
な
ら
「
わ
か
っ
た
。
こ
う
い

う
感
じ
か
」
で
終
わ
ら
せ
る
。
自

分
の
目
で
見
て
、
触
れ
て
み
る
と

い
う
自
分
の
哲
学
が
あ
る
か
ら
、

必
ず
そ
う
す
る
。
失
敗
と
い
う
の

は
こ
の
世
に
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
試
し
て
み
て
思
う
通
り
の
成

果
が
出
な
く
て
も
、
そ
れ
は
失
敗

で
は
な
く
、
そ
れ
は
い
い
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
解
釈
で

い
い
。
経
験
は
必
ず
後
で
生
き
て

く
る
と
思
っ
て
い
る
。」こ
れ
は
、

元
プ
ロ
野
球
選
手
巨
人
軍
の
投
手

桑
田
真
澄
さ
ん
の
講
演
会
で
の
言

葉
で
す
。
彼
は
、
Ｐ
Ｌ
学
園
高
校

に
入
学
後
は
、
体
が
小
さ
い
と
い

う
の
を
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
感
じ

た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

「
挑
戦
」
し
続
け
た
こ
と
が
、
結

果
と
し
て
、
プ
ロ
野
球
選
手
と
し

て
活
躍
で
き
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。

「
若
い
時
の
苦
労
は
買
っ
て
で
も

せ
よ
」
と
い
う
諺
も
あ
り
ま
す
。

「
今
し
か
」
で
き
な
い
こ
と
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
が
将
来
に
必
ず

生
き
て
き
ま
す
。 

三
年
生
は
、
卒
業
後
の
進
路
に

向
け
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
戦

い
を
続
け
て
い
ま
す
。
一
、
二
年

生
も
「
学
習
」
「
部
活
動
」
な
ど 

「
大
学
教
育
の
特
徴
を
見
つ
め
よ

う
」と
い
う
演
題
で
、
大
学
に
進
学

す
る
意
義
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

                 た
く
さ
ん
の
不
安
を
持
っ
て
い
る

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、結
果
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

挑
戦
す
る
こ
と
に
こ
そ
価
値
が
あ

る
と
考
え
れ
ば
、
す
べ
て
の
こ
と

に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
え
る
は
ず

で
す
。
桑
田
さ
ん
の
言
葉
通
り
、

こ
の
世
に
失
敗
は
な
い
の
で
す
。

倒
れ
て
も
い
い
。
大
事
な
の
は
起

き
上
が
る
こ
と
で
す
。倒
れ
て
も
、

倒
れ
て
も
起
き
上
が
る
ダ
ル
マ
さ

ん
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
。 

人
生
で
一
番
大
事
な
こ
と
は
、

「
ど
う
生
き
る
か
」と
い
う
こ
と
、

「
い
か
に
生
き
る
か
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
生
き
る
と
い
う
こ
と
に

正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
る
と

い
う
こ
と
の
道
筋
も
目
標
も
決
め

る
権
限
は
、
自
分
の
人
生
を
生
き

る
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
に
委
ね
ら
れ

て
い
ま
す
。
令
和
元
年
も
、
残
り

一
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の

反
省
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
考
え
る
時
間
を
作

り
な
が
ら
、
高
校
生
活
が
、
君
の

人
生
の
礎
と
な
る
よ
う
「
挑
戦
」

し
続
け
ま
し
ょ
う
。
頑
張
っ
た
結

果
が
す
ぐ
出
る
人
も
い
ま
す
が
、

５
年
後
、
10
年
後
に
出
る
人
も
い

ま
す
。
そ
れ
を
信
じ
て
、
コ
ツ
コ

ツ
と
努
力
を
積
み
重
ね
ま
し
ょ
う
。

輝
か
し
い
君
の
未
来
の
た
め
に
。 

 

部
活
動 

新
人
戦 

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

優
勝 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

３
年
連
続

優
勝 

「挑
戦
」に
失
敗
な
し 

～
生 

徒 

指 

導 

部
～ 

 

 

崇城大学入試課の渡邊氏 

 

北村さんの「くだもの」 

美
術
部 

高
美
展 

最
優
秀
賞 

空
手
道
部 

荒
木
信
悟
杯
優
勝

剣
道
部 

 

第
３
位 

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

準
優
勝 

陸
上
・駅
伝
部 

第
６
位 

空
手
道
部 

第
５
位 

硬
式
テ
ニ
ス
部 

第
５
位 

１
学
年
文
理
選
択
ガ
イ
ダ
ン
ス 
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１
年 

普
通
科 

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
盛
り
上
が
り

ま
し
た
ね
。
私
は
何
だ
か
ワ
ク
ワ

ク
感
を
抱
い
て
TV
中
継
を
見
て
い

ま
し
た
が
、
娘
は
全
く
興
味
を
示

さ
ず…

。
と
こ
ろ
が
、
訳
あ
っ
て
娘

だ
け
ウ
ェ
ー
ル
ズ
VS
ウ
ル
グ
ア
イ

戦
を
会
場
で
観
戦
。
観
戦
後
は
立

派
な
「
に
わ
か
フ
ァ
ン
」
に
な
っ
て

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
生
で
触
れ
る

す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
彼
女
に
と
っ
て

と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
な
出
来
事
で
し

た
。
点
描
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

12
月
世
界
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選

手
権
が
行
わ
れ
、
本
校
は
練
習
会

場
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
選

手
の
方
と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
。
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
い
ま
す
。
勉
強
も
大
事
で
す

が
ぜ
ひ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
積

極
的
に
関
わ
っ
て
新
し
い
世
界
を

見
付
け
て
ほ
し
い
で
す
。 

              

１
年 

普
通
科 

「
早
い
な
ぁ
～
」と
残
念
が
る
息

子
、「
１
年
の
ク
ラ
ス
と
先
生
と
過

ご
せ
る
の
も
あ
と
少
し
か
ぁ
」
そ

う
思
わ
せ
て
く
れ
る
ク
ラ
ス
の
仲

間
と
担
任
の
先
生
に
巡
り
会
い
充

実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
よ
う
で
、
親
と
し
て
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
た
だ
、
勉
強
面
で

は
少
し
ず
つ
下
降
、
本
人
は
や
る

気
だ
け
は
あ
る
の
で
す
が
、
空
回

り
し
続
け
て
お
り
ま
す
。
１
年
生

も
終
盤
。
気
合
い
を
入
れ
直
し
楽

し
く
も
実
り
あ
る
高
校
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

１
年 

普
通
科 

Ｐ
Ｔ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
で

の
参
加
人
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

他
の
ク
ラ
ス
と
の
合
同
チ
ー
ム
で

の
参
加
で
し
た
。
担
任
の
先
生
し

か
お
顔
が
分
か
ら
ず
不
安
な
思
い

が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
を
中
心

に
試
合
前
の
練
習
を
し
、
試
合
を

し
て
い
く
中
で
自
然
と
会
話
が
生

ま
れ
試
合
間
に
子
ど
も
の
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
と

も
お
話
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

時
間
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

試
合
後
の
抽
選
会
で
は
素
敵
な
景

品
を
頂
き
、
と
て
も
よ
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

１
年 

普
通
科 

10
月
の「
文
徳
点
描
」
の
中
に

英
語
外
部
検
定
試
験
の
話
題
が

あ
り
、
子
ど
も
自
ら
気
に
な
る
箇

所
に
マ
ー
カ
ー
で
記
し
を
つ
け
て

い
る
姿
を
見
て
、
不
安
な
ん
だ
ろ

う…

と
感
じ
ま
し
た
。
現
在
、
世

間
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

個
人
的
に
は
受
験
生
の
混
乱
を
招

か
ぬ
よ
う
に
民
間
試
験
導
入
に
つ

い
て
は
早
期
に
検
討
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
々
、
世
の
中

の
情
報
に
目
を
向
け
、
惑
わ
さ
れ

ず
、
早
期
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

今
か
ら
準
備
が
必
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。 

１
年 

普
通
科 

文
化
祭
が
終
わ
り
ま
し
た
。
高

校
に
入
学
し
て
初
め
て
の
文
化
祭

だ
っ
た
の
で
す
が
、
ク
ラ
ス
劇
に

取
り
組
み
、
そ
の
企
画
運
営
に
携

わ
り「
こ
ん
な
に
大
変
と
は
！
」と

驚
き
な
が
ら
も
他
の
メ
ン
バ
ー
と

一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
こ

と
に
打
ち
込
む
姿
が
垣
間
見
え
て

何
よ
り
で
し
た
。
私
も
二
日
目
に

来
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

生
徒
達
が
伸
び
伸
び
と
頑
張
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
小
学
校
１

年
と
６
年
も
連
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
小
さ
い
子
に
も
分
か
る
よ
う

に
説
明
等
を
し
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。 

         

１
年 

普
通
科 

息
子
は
相
撲
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
様
で
す
。

強
い
生
徒
さ
ん
ば
か
り
で
息
子
の

話
を
聞
い
て
、
い
つ
も
文
徳
の
相

撲
部
の
子
達
は
す
ご
い
な
ぁ
～
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
す
ば
ら

し
い
メ
ン
バ
ー
の
時
代
に
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
お
手
伝
い
で
き
て

息
子
も
幸
せ
者
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

１
年 

普
通
科 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
保
護
者
の
方
々
や
先

生
と
親
交
を
深
め
た
い
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
行
く
ま

で
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

と
も
仲
良
く
な
り
情
報
交
換
も

で
き
、
バ
レ
ー
も
楽
し
く
参
加
で

き
ま
し
た
。
保
体
委
員
の
皆
さ
ま
、

最
高
の「
お
・も
・て
・な
・し
」あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

１
年 
普
通
科 

高
校
生
初
め
て
の
文
化
祭
の
初

日
を
終
え
、
娘
が
弾
ん
だ
声
で

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
～
」
と
帰
っ

て
来
ま
し
た
。
聞
け
ば
出
し
物
を

決
め
る
ま
で
色
々
と
あ
っ
た
み
た

い
で
、
と
て
も
大
変
だ
っ
た
と
の
こ

と
。「
文
徳
版
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
」
と
な
っ
て
色
々
と
考
え
て
い
っ

た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

成
功
し
て
良
か
っ
た
で
す
。 

１
年 

普
通
科 

い
つ
も
生
徒
さ
ん
の
活
躍
を
楽

し
み
に
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
我

が
子
は
、
部
活
に
打
ち
込
も
う
と

入
部
し
て
す
ぐ
に
喘
息
発
作
で
体

調
を
崩
し
、
一
年
間
の
運
動
に
ド

ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ
た
も

の
の
、
今
は
本
人
な
り
に
気
持
ち

を
整
理
し
た
よ
う
で
す
。
親
し
い

友
人
が
で
き
、
学
校
生
活
は
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
で
安
心
し
て
い
ま

す
。
将
来
へ
つ
な
が
る
目
標
を
持

っ
て
有
意
義
な
高
校
生
活
を
送
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

１
年 

理
工
科 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
私
達
は
普
段
か
ら

仕
事
で
は
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル

で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。Plan

（
計

画
）→

 D
o

（実
行
）→

 C
heck

（評

価
）→

 A
ct

（改
善
）。
仕
事
、
勉
強

の
上
で
も
必
要
な
も
の
で
す
。
学

生
の
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ク

ル
の
も
と
勉
強
す
る
習
慣
を
つ
け

る
と
自
分
に
と
っ
て
何
が
必
要
か

不
足
し
て
い
る
か
、
は
っ
き
り
と

見
え
て
く
る
事
で
し
ょ
う
。
先
生

方
よ
り
こ
の
よ
う
な
ご
指
導
を
し

て
頂
け
る
と
学
生
は
素
晴
ら
し
く

向
上
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。 

１
年 

理
工
科 

「
文
徳
点
描
」は
学
校
の
こ
と
を

家
庭
で
話
題
に
す
る
の
に
役
立
ち

ま
す
。
先
日
は
、
子
ど
も
が「
学
校

を
楽
し
く
す
る
の
は
自
分
自
身
で

あ
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
が
主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

頼
も
し
く
思
い
な
が
ら
環
境
の
大

切
さ
に
も
話
が
及
び
ま
し
た
。
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
が
進
む
な
か
、

寛
容
さ
も
養
う
広
い
視
野
を
身
に

つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

            

２
年 
普
通
科 

進
路
に
つ
い
て
色
々
話
し
合
い

を
し
て
い
ま
す
が
、
成
績
が
伴
わ

ず
未
だ
先
が
見
え
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
将
来
の
職
業
は
好
き

な
事
よ
り
得
意
な
事
を
優
先
す

る
方
が
良
い
と
ネ
ッ
ト
の
記
事
を

読
み
、
本
人
の
得
意
と
す
る
事
は

何
な
の
か
と
改
め
て
考
え
た
り
し

て
お
り
ま
す
。
（
で
も
今
は
得
意

な
事
よ
り
好
き
な
事
を
考
え
進

路
を
考
え
て
し
ま
う
の
で
す
が…

）

高
校
生
活
で
残
さ
れ
た
時
間
も

減
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
ゴ
ー
ル
を

早
く
見
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

２
年 

普
通
科 

学
校
行
事
の
予
定
の
中
に
学
校

参
観
日
を
１
週
間
程
設
定
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
は
や
っ
と

一
時
間
だ
け
早
め
に
仕
事
を
離
れ
、

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
日
は
音
楽
鑑
賞
で
、
教
室
に

歩
み
寄
っ
て
い
く
と
、
楽
し
そ
う

な
教
室
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
映
像
を
用
い
た
鑑
賞
で
し

た
。
新
し
い
技
術
を
導
入
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
今
後
も
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。 

２
年 

理
工
科 

３
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日

「
き
つ
か
っ
た
～
」
と
帰
っ
て
き
ま

し
た
が
、
木
材
を
運
ぶ
作
業
や
職

場
の
方
の
お
話
全
て
が
新
鮮
だ
っ

た
様
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
通
し「
社
会
人
に
な
る
」と
い
う

意
識
を
少
し
は
持
つ
こ
と
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
。 

３
年 

普
通
科 

我
が
子
は
、
将
来
の
夢
に
向
っ

て
日
々
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
へ
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。
あ
ま
り
弱
音
を

吐
く
タ
イ
プ
で
は
な
い
の
で
す
が
、

先
日
、
ふ
と
し
た
拍
子
に「
な
ん
か

最
近
、
不
安
ば
か
り
で
し
ょ
う
が

な
い…

！
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
親
と
し
て
も
何
と
答
え
て
い

い
の
か
正
直
と
て
も
悩
み
考
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は「
そ
っ

か
ぁ
～
。
不
安
な
ん
だ
ね
。
で
も

毎
日
遅
く
ま
で
頑
張
っ
て
る
ん
だ

か
ら
、
き
っ
と
大
丈
夫
よ
」と
し
か

言
っ
て
あ
げ
ら
れ
ず
、
我
が
子
の

不
安
を
少
し
で
も
軽
く
し
て
あ
げ

た
か
っ
た
の
で
す
が…

。
こ
の
よ

う
な
時
は
何
を
言
葉
掛
け
て
あ
げ

れ
ば
良
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

親
と
し
て
申
し
訳
な
い
や
ら
情
け

な
い
や
ら…

。
周
り
は
、
少
し
ず

つ
進
学
先
が
決
ま
っ
た
り
し
て
、

不
安
な
気
持
ち
や
焦
り
が
あ
る
の

は
、
仕
方
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
我
が
子
を
信
じ
て
自
分
が

親
と
し
て
何
が
出
来
る
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
温
か
く
見
守
り
、

信
じ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
残
り
僅
か
で
す
が
、
ご
指
導

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

３
年 

普
通
科 

高
校
最
後
の
文
化
祭
も
天
候
に

恵
ま
れ
、
思
い
出
に
残
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
文
徳
高
校
の
皆
さ

ん
は
、
い
つ
も
自
分
か
ら
気
持
ち

い
い
挨
拶
を
し
て
く
だ
っ
て
、
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
息
子
も
大
変
楽
し

か
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

中
で
も
最
後
の
教
頭
先
生
の
ご
挨

拶
の
場
で
、
全
校
生
徒
か
ら
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
感
動
し
た
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

              

３
年 

普
通
科 

娘
と
息
子
が
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
娘
は
志
望
校
の

推
薦
入
試
を
控
え
、
面
接
指
導
な

ど
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

担
任
の
先
生
に
は
２
・３
年
と
担
任

し
て
い
た
だ
き
、
娘
の
事
を
熱
心

に
ご
指
導
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
春
か
ら
入
学
し
た
息
子
も

大
変
、
文
徳
高
校
の
生
活
が
楽
し

い
よ
う
で
す
。
特
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
部
活
動
、
同
級
生
の
仲
間

や
先
輩
と
も
と
て
も
仲
良
く
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ウ
イ
ン
タ

ー
カ
ッ
プ
の
試
合
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
さ
ん
達
か
ら
１
人
１
人
の
た
め

に
フ
ェ
ル
ト
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
シ
ュ
ー

ズ
の
お
守
り
を
作
っ
て
く
れ
た
の

に
は
保
護
者
一
同
、
大
感
動
い
た

し
ま
し
た
。
日
々
の
サ
ポ
ー
ト
に

も
大
変
感
激
し
て
い
ま
す
。 

３
年 

普
通
科 

セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
約
２
ヶ
月
。

「
絶
対
、
合
格
し
て
や
る
！
」
と
い

う
強
い
気
持
ち
で
勉
強
す
る
の
み

で
す
。
先
生
も
多
忙
だ
と
思
い
ま

す
が
、
皆
の
サ
ポ
ー
ト
お
願
い
し

ま
す
。
お
互
い
体
調
を
崩
さ
な
い

よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

３
年 

普
通
科 

自
分
の
周
り
の
友
人
が
ち
ら
ほ

ら
「
合
格
」
の
知
ら
せ
を
も
ら
っ
て

い
る
様
で
す
。
そ
れ
に
焦
る
気
持

ち
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
最
後

ま
で
自
分
の
や
っ
て
い
る
事
を
信

じ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
親
の
私

は
子
ど
も
を
後
押
し
す
る
の
み
で

す
。 

３
年 

普
通
科 

10
月
も
皆
さ
ん
の
活
躍
す
ご

い
で
す
ね
。
10
月
号
の
今
後
の
予

定
を
見
て
、
あ
～
今
年
も
終
り
に

近
づ
い
て
き
て
い
る
！
と
感
じ
ま

し
た
。
娘
は
朝
夕
の
課
外
・
毎
週

の
模
試
に
少
々
お
疲
れ
の
よ
う
で

す
が…

人
生
で
一
番
大
変
な
？

時
期
を
充
実
し
て
過
ご
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
る…

親
で
す
。
今
し

か
で
き
な
い
事
を
ガ
ン
バ
レ
～
！ 

３
年 

普
通
科 

セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
百
日
を
切

り
ま
し
た
。
子
ど
も
も
一
層
気
合

い
が
入
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
休

み
の
日
も
記
述
模
試
な
ど
で
頑
張

っ
て
い
る
子
ど
も
を
見
る
と
１
つ
１

つ
の
こ
と
に
成
長
を
感
じ
ま
す
。

将
来
の
自
分
の
な
り
た
い
姿
に
向

っ
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
！
ご
指
導

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

３
年 

理
工
科 

い
よ
い
よ
入
試
で
す
。
頑
張

れ
！
数
々
の
入
試
の
た
め
の
書
類

を
夜
遅
く
ま
で
作
成
し
て
下
さ
っ

た
先
生
に
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

３
年 

理
工
科 

少
し
ず
つ
寒
さ
を
感
じ
る
に
つ

れ
、
卒
業
ま
で
あ
と
少
し
だ
な…

と
思
う
こ
の
頃
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
進
路
に
向
け
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
家

庭

よ
り 

文化祭２日目 ダンス同好会 EXILE-Rising Sun- 

文化祭２日目 模擬店 2JS1 

文化祭１日目 ピアノ演奏 2F4 坂田帆野圭さん 

文化祭２日目 1JS1 ローリングコインタワー 

文化祭２日目 茶道部 お点前 


	文徳点描1
	文徳点描2
	文徳点描3
	文徳点描4

